
市内の全小・中・養護学校72校の情報教育担当

者が、動画・音声を含んだマルチメディア新聞

「ぎふ未来教育新聞2002」の制作に取り組んだ。こ

の新聞制作をベースとした研修を通して、各学校

の担当者の動画編集技能、Webページ作成技能の

向上を図るとともに、新たな情報発信の可能性を

探ることをねらい、実践を行った。

情報機器の活用や情報教育の充実を目指して、

これまでも各学校の情報教育担当者を対象とした

研修会を実施してきた。しかし、これまでの研修

会は、伝達講習の色合いが濃く、受講者が受け身

的に参加をする傾向が見られた。主体的に研修に

参加することが、本市の情報教育をさらに充実さ

せることにつながると考え、次のような点を工夫

して研修を行った。

・マルチメディア新聞の制作と発行という年間６

回の研修の出口を明確にする。

・動画編集の研修、Webページ作成の研修等を意

図的に位置付けスキルアップを図る。

・新しい情報発信の方法を公表会「ぎふ未来教育

フォーラム2002」において、全教職員へ広める。

〔公表会URL http://www.gifu-gif.ed.jp/city/

event/forum2002/〕
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岐阜市全小・中・養護学校72校が、動画・音声を含んだマルチメディア新聞「ぎふ未来教育新聞2002」の制作に

取り組んだ。それにより、ITスキルが格段に向上し、教育情報発信の新しい形が学校ホームページなどにも反映さ

れていった。

■実践事例報告の概要

実践のねらい

特徴・工夫・努力した点

「ぎふ未来新聞2002」創刊の案内



本講座は、各学校の情報教育推進のためのリー

ダーを育成することを目的として、情報教育担当

者を対象に、年間６回実施している。平成14年度

の研修を動画編集技能の向上に焦点をしぼり、「ぎ

ふ未来教育新聞2002」の制作を通して、スキルア

ップを図っていくことにした。資料に示したもの

が、本研修において実際に作成したマルチメディ

ア新聞の例である。この新聞が完成に至るまでに、

次のようなステップを踏んできた。

①新聞のシナリオ・割付け案づくり

②動画編集の基本研修

③ホームページ作成の基本研修

これらの研修を、教育研究所の情報担当のスタ

ッフが適宜、講師として指導に当たったり、サポ

ートに入ったりし、個々の先生方の取り組みを支

援した。その結果、受講したすべての先生に新聞

を完成させていただくことができた。

今回の実践の一番の成果は、市内の全小・中・

養護学校72校が、マルチメディア新聞「ぎふ未来

教育新聞2002」を制作し、ホームページ上で公開

できたこと、電子メールを通じて配信することが

できたことである。現在も、マルチメディア新聞

は、「岐阜市教育情報ネットワークポータルサイ

ト」［http://www.gifu-gif.ed.jp/city/］から閲覧可

能になっている。

この取り組みを通して、情報教育担当者のスキ

ルは格段に向上した。ホームページ作成や動画編

集についての研修を行ったため、市内の学校のホ

ームページ開設の促進につながったり、ホームペ

ージの中に動画が位置づけられるようになったり

という変化がみられるようになってきた。一枚の

マルチメディア新聞を作り上げたという自信が、

次への取り組みに対する意欲につながっていった

のではないかと思われる。

この新聞の取り組みは、各学校の運動会を紹介

するためのフォーマットに用いられるなど、さま

ざまな教育情報の発信に広がってきている。

昨年度の研修後に、ITコーディネーターから次

のような声を耳にした。「新聞という同じフォーマ

ットなので、枠にしばられない表現をしたかった」

「個人作業が多いので、初心者には難しかった」

等々。これらの意見をもとに、個々での取り組み

からプロジェクトチームを組んで、学校間のつな

がりを有効に活用できるような研修を仕組んでい

くことの大切さを感じた。

今後、この課題をふまえ「ITプロジェクト研修」

を新たなテーマとして、研修の充実を図っていき

たい。

実践結果

考察（今後の課題）

資料・研修において作成したマルチメディア新聞
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